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本稿ではインターネット上に分散する多数の執筆者による臨調的な日夕イ対訳辞書構築を支援する環境「  

SAIKAM」の設計および実装について述べる。「SAIKAM」は多言語ウェブインターフェース、オンライン型  

の編集ツール、用例ナビゲーターを含む統合的な辞書環境で、インターネットを利用することにより、時間や  

場所の制約を超えた執筆作業を可能にしている。本稿では「SAIKAM」の特徴的な機能として（1）既に公開さ  

れている日英及びタイ英辞書データを利用して執筆者の負担を軽減する辞書初期化機能、（2）新規登録および  

校正すべき語のリストをシステム側で選別し、執筆者に提示するための編集機能、（3）全文検索エンジンによ  

る用例ナビゲーション機能について報告する。  
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Inthispaper，anambitouson－1ineJapanesepThaidictionarydevelopmentprojectcal1ed“Saikam”initiated  

bv agroup ofThaiprofbssionalsandstudentsinJapanis discussed．The projectprovidesanOn－1ine  

COllaborativeintegratedenvironmenttosupportdevelopmentofJapaese－ThaidictionaryontheInternet．  

DevelopersfromallovertheWbrldcanconnecttothecentralizeddic七ionarydatabaBeandupdatethe  
COntentanytimeattheirconvenienceusingstandardwebbrowsingtooIs．Sometechnicaleffbrtshavebeen  

madetoenabletri1ingualeditingenvironmentontheexistingWWWtooIs・AIso，indicesonlarge－SCale  

Japanesetextcorpuswerecreatedtoassistinselectionof＆equentlyMuSedwords，andprovidewordusage  

navigatingfeaturestostudentsofJapaneselanguage．  

1 研究背景1動機   

日本語を勉強する外国人にとって、日本語と母国語の  

間の対訳辞書の存在は不可欠であるが、言語によって  

は、語彙、用例ともに限定された小規模な辞書しか入  

手できない場合も多い。例えば、タイ語の場合は表1  

にまとめたように現時点で咄版されているタイ臼辞膏  

は小・大規模に渡って多数あるにもかかわらず、ほと  

んどの日夕イ辞書は日常的な語に焦点を絞った小規模  

なものに過ぎない。辞書の内容も対訳語の報びのみで、  

説明的な意味や用例などを備え、論文作成などの目的  

で使用できるレベルの辞書は存在しない。そこで我々  

はインターネット環境を利用した日夕イ対訳辞書シス  

テム「SAIKAM」（サイカム）［1〕の構築を進めている。   

大規模な辞書構築のためには多くの労力と時間が  

必要であるが、インターネットを利用することにより、  

日本滞在期間を終了し、タイへ帰国した後でも執筆に  

参加できるなど、時間や場所の制約を超えた執筆作業  

が可能になる。また、サーバへの検索要求やインター  

ネット上での出現頻度を参照にすることで、検索要求  

頻度が高い語や頻出語を優先的に登録更新するなど、  

辞書そのものの柔軟性を高めることができる。   

2「SAIKAM」のシステム概要  

「SAIKAM」では、図1のようにインターネット上に  

分散する多数の編集者による辞書入力のための作業環  

境を提供する。辞書執筆の進行と同時に一般のユ】ザ  

が検索インターフェースを通じて最新のデータにアク  

セスし辞書を参照することも可能である。このように、  

辞書編集、登録された語の検索、用法ナビゲーション  

のための検索エンジンを同一サーバ上で実現すること  
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表1：日⇔タイ辞書（括弧内の数値は概算である）  

Price（Ybn）  ＃ofWords   

Thai→JapaneSe   

富田竹二郎   ［タイ語辞興］   ［30，000］   35，000   

松山納   タイ語辞典   20－35，000   40，000   

松山納   簡約タイ語辞典   ［7，000］   10，000   

高橋康敏   タイ語実用辞典   ［6，000］   6，000   

コサーアリーヤ  タイ・日辞典   22，000   4，757   

小此木囲満   すぐにつかえる  ［7，000】  

タイ語一日本譜辞典  

JapaneSe→Thai   

コサーアリーヤ  臼・タイ辞典   22，000   4，757   

松山納   日夕イ辞典   【7，000］   8，000   

小此木囲満   新すぐにつかえる  7，700   3，800   

日本語一夕イ語辞典  

により、図2のような統合的な辞書システムの実現を  

目指している。  

多数の参加者を募る「SAIKAM」のようなプロジェ  

クトにおいてはできるだけ多くのインターネット上の  

利用者・執筆者が簡単に利用・参加できることが重安な  

ポイントである。ウェブブラウザによるインターフェー  

スは多様なプラットフォームに対応しており、換作方  

法を熟知している多くの利用者が便利に使えるという  

利点がある。   

そこで「SAIKAM」では特にプラグインソフトを  

インストールしなくても、一般的なウェブブラウザを  

介して、システムへのアクセスができるようにCGIス  

クリプトを用いて以下の多言語インターフェースを実  

現した。   

3．1 多言語出力   

日本語及びタイ語のフォントをインストールすること  

により、ほとんどのシステムにおいて日夕イいずれか  

一方の言語の文字の表示が可能となるが、両言語を同  

時に表示するために UNICODE などの多言語対  

応の文章コードを使用しなくてはならない。しかし、  

UNICODEに対応しているウェブブラウザは一部で  

あり、使用可能なプラットフォームは限定されてしま  

う。UNICODE を使用しない多言語表示可能なウェ  

ブブラウザは OMRON【11】が拡張した WWW  

ConsortiumのArena［10］が存在するが、残念なこ  

とに、タイ語の表示が不可能であり【9トUnix以外の  

プラットフォームにも対応していない。  

〝－√   

Clients  

（ windows，Mac，UNIX）  

■＼＼ － 

L＿＿仙竺竺a竺竺讐竺聖川【   

図1：インターネット上の「SAIKAM」データベース  

及びhttpサービス  

3 辞書構築のための多言語インター  

フェース   

日夕イ辞書検索・編集の作業を行うためには、日本語と  

タイ語の双方を同一画面上で表示入力する必要がある。  

本章はこの要求に応えるための多言語インターフェー  

スの実現についてを述べる。  
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l．UserentersThaitextin  

dataftomtheapple＝ohiddeninputricld．   

図3：タイJAVAAppletによるタイ文字列の入力  

図2：「SAIKAM」の全体概念図   

設定する必要がない・【2】   

4 辞書データベースの構成   

「SAIKAM」における対訳評者は図5 のように、1）  

日本語単語のリスト（T－JWord）、2）タイ汚単語のリ  

スト（T＿TWord）、3）対訳関係にある日本譜とタイ語  

を結ぶリンク情報（T＿Link＿JT）、の3つの表からなる  

辞書データベースである。多義語を扱うために、単語  

の表示と単語の語彙をT＿JWord 及び T＿JWordinfo  

に分ける。ちなみに、複数の T＿JWordinfo が同じ  

T＿JWordを共有する場合があり、一つのT＿JWo工・dinfo  

のレコードは一つの意味に対応する。TユinkJTは単  

語レベルのT＿JWordとTJWordではなく、語彙レベ  

ルのTJWordInfoとT＿TWordInfoを結ぶ。   

そして、類義語に対応する T＿JVordinfo に同  

じJConceptIDを与えることによって、猿義語の概  

念グループを生成することになる。単語の用例は別の  

T＿Sample表に保存されるので、同じ用例を複数の語  

彙から参照することが可能である。なお、各単語の関  

わる専門分野はT⊥ink∫Jに記録する。   

T⊥Staffに登録した辞蕃の執筆者は各自の作業バ  

スケット TJiasketJに T＿JWordから単語を振り分  

けることで、作業中の語彙リストを管理する。これに  

よって、同時に複数の執筆者が同じ単語を執筆するよ  

うな重複作業を回避することができる。  

また、利用者の使用環境によってはシステムにフォ  

ントをインストールする権利を持たない、またはその  

システムに対応するフォント形式が存在しない場合な  

どもある。そこでrSAIKAM」は日本語・タイ吉昏の文  

字列をGIF画像の形でブラウザに送る機能を実現し  

ている。  

3．2 多言語入力   

日本語の入力についてはOSが提供するIME【12】を  

用いるものとし、タイ語の入力については、タイ語版  

のOSを利用する場合にはOSが提供するタイ語入  

力機能を、そうでない場合はJAVAAppletを用いる  

ものとする。   

タイJAVA Applet［13］はタイ文字を画像とし  

て表示するものであり、一般テキストエディターのよ  

うに操作できる。JAVAスクリプトと併用することで  

ユーザがこのAppletに入力したタイ文字列は図3の  

ような手順で、HTMLフォームの他のデータと一緒  

にサーバへ送信される。   

なお、これらの入出力に関わるオプションは利用  

者のプラットフォームに応じて設定可能項目が決まっ  

ており（図4）、利用時に利用者毎に独立で行なえるよ  

うになっている．また選択された入出力方式は利用者  

側のブラウザにcookieとして保存されるので，再び  
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図4：ユーザが設定可能な入出力に関わる項目   

図5には日夕イ（右）とタイ日（左）に対応する表を れていないこと、表記形式に違いがあることなどから、  

示すが、現時点では日夕イの部分のみ実現されている。英単語の照合を行なう前に、両辞書の形式を一致させ  

るため、括弧削除などの前処理を行なう必要がある。  

4．1 辞書データベースの初期化  
4．2 辞書データの前処理   

辞書の相違点を考慮して、まず日英及びタイ英静香に  

対して次の処理を行なう。   

1．語彙の展開：多義語を複数の語彙に展開して書  

く。例：  

因苦［こんく】／privation／hardship／  

J  

困苦【こんく】／pr！vation／  

困苦【こんく】／hardship／   

2．品詞などを示す括弧を削除する。例：  

restoration（vs）（tooriginalstate）→  

restoration  

review（v＄）→review  

3．不要な空白を除く。例：  

nrevleWノ1→”revleW”  

”geLo肝’→”geLoff”   

4．3 単語間のリンクの重みの計算  

次に英語による語彙が共通している日夕イ語間にリン  

クを決定する。このときに、臼単語とタイ単語間のリ  

ンクの菰みを次のように求める。  

既にインターネット上で公開されている日英対訳（2．2  

万語）【5】、タイ英対訳（5．1万語）・タイ単音語（3．2万  

指）【6］の辞書情報を用いて日夕イそれぞれの登録語の  

初期化を行い、さらに、これら2つの対訳辞書に含ま  

れる英単語を照合することにより、日夕イの対応の初  

期化を行なった。   

以下、英申請百の照合による対訳関係の初糊化方法  

をより詳しく説明する。入手した日英辞書とタイ英辞  

書のテキストファイルには単音昏及びその語の意味を説  

明する英文の2種から成る単純なデータ形式を持つ。  

例えば、日英辞書（総単語数：22，010）の場合は  

だから  ／therebre／  

復元【ふくげん】 ノrestoration（vs）  

（tooriginalstate）／  

復習［ふくしゆう】／review（vs）／  

のように表記されている。ここで、括弧は単語の品詞  

または追加情報を表す。同様にタイ英辞書（総単語数：  

51，645）の場合は  

∩宗u petaled／petal／afold  

lV      Ⅵ封ulu village 叫  

Ⅵ引111 rough／crude  
＼  

となっている。基本的には典通の英訳を持っ言吾同士を  

対応づけるが、タイ英辞車では品詞情報などが記述さ  
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LLiIlk＿SJ  

図5：「SAIKAM」データベース、SimpliAedEntity－RelationshipDiagram  

1．英文の説明がそのまま一致するならば  

リンク強度→100   

2．動詞を表す“to”の削除により（”to eat”→  

”eat”）一致する場合、   

リンク強度→90   

3．記号（－リー，，：／），“，s”の削除により一致する   

場合、  

リンク強度→80   

4・英単語を原型に変換することによりf16〕‥  

”ⅠamgOlng”→”Ibego”  

”changlng”→”change”  

’’said”→”say”   

一致する場合、   

リンク強度→70   

5．それ以外はそれぞれの定義部分の共有語幹の数   

から以下のように重みを決定する。   

タイ英辞書：タイ単語の意味を説明する英単語   

をTIT2T3T4とした場合  

“タイ単語：TIT2T3T4”（ml＝4）   

日英辞書：日単語の意味を説明する英単語をJI   

J2J3とした場合  

“日単語‥JIJ2J3”（nJ＝3）  
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5．2 執筆者への振り分け  

「SAIKAM」では、執筆者の適性、作業状況、専門分  

野及び上記の検索要求、単語の出現頻度などの情報に  

基づき各執筆者の作業バスケットに登録語を振り分け  

る。なお選別方式の詳細については現在検討中であり、  

実装システムでは単純にランダムな登録語の振り分け  

を行っている。   

5．3 執筆および校正  

インターネット上の執筆者は、各自の作業バスケット  

中の単語から適宜単語を選択し、図6に示される編集  

フォームを通じて、品詞選択、初期リンク情報のチェッ  

ク、新規リンクの追加、概念グループへの割り当て、  

単語の意味の説明及び用例の執筆などの作業を行う。  

各登録語は、複数の執筆者による校正を行うものとし、  

各分野の専門家による最終校正を経て編集作業が終了  

する。   

6 用例ナビゲーション機能   

人手により登録される用例は数に限りがあるため、十  

分に利用者の要求を満足できない場合も考えられる。  

そこで「SAIKAM」は、大量に蓄積された日本語テキ  

ストデータに対して形態素解析［3】を適用し、さらに  

全文検索エンジン［4】を介して高速にアクセスして、  

与えられた緒に関連する用例を提示する機能の実現を  

めざしている。   

辞書とコーパスの併用による統合的な辞書環境に  

ついては文献【7】などの例があるが、「SAIKAM」では  

特に日本語を母国語としない外国人に対して柔軟な言  

語ナビゲーション機能を提供することを目的として、  

漢字の難しさや語の頻出度情報に基づく文の難易度ラ  

ンキングを行う。   

具体的には、まず、システムが利用者の入力を形  

態素解析し、入力に含まれる単語毎に単語と品詞のリ  

ストを表示する。「私に食べる」など利用者の入力が  

誤りを含む可能性もあるため、利用者は対話的に個々  

の項目に単語または品詞を選び検索条件を指定できる  

（図7）。検索エンジンはその条件と一致する用例を抽  

出し、予め定められた難易度基準にしたがって、利用  

者に分かりやすい順に提示する（図8）。さらに全文検  

索エンジンを用いることによって［8トインターネット  

上での該当する用例の頻出度情報や、その用例が出現  

した文書のURLを提示するなどの適用も考えられる。  

リンク強度（0－50）＝  

thenl）  2×（if   
∑仁∑J  

×50  
れt＋れJ   

特に2は日英辞書の記述に固有の処理である。前処理  

段階における多義語の展開により同一の日夕イ対訳の  

間には複数のリンクが存在する場合もある。そこで、  

それぞれの語嚢に対して得られたリンク強度の和を取  

り、日単語とタイ単語間のリンクの総重みを計算する。   

4．4 リンクの結果  

上記のルールによって作成したリンクの重みの分布を  

下の表に示す。  

点数  リンク数   

＞100   92，790   

90－99   19，469   

80－89   4，052   

70－79   16，305   

60－69   21，229   

50－59   32，066   

40－49   26，350   

30－39  210，930   

1－29  1，668，564   

Total  2，091，755   

表より重み1以上のリンクは約 209 万本存在し、  

20，468語（93％）の日単語と43，739語（85％）のタイ単  

語がリンクで結ばれることが分かる。しかし、対応づ  

けを人手により調べた結果、重みがト33のリンクの  

ほとんどは不正確な対応づけであることが分った。そ  

こで、重みが34以上の214，122本のリンクのみで  

データベー スを初期化することにした。これらのリン  

クにより結ばれる語の数は日単語18，743語（85％）と  

タイ単語35，737語（69％）であった。   

5 語の登録と編集作業   

5．1 語の登録   

「SAIKAM」のデータベースの一貫性を椎持するため  

に、一般の執筆者は登録語（図5のT＿JWord）を追加・  

削除することはできない。「SAIKAM」サーバの管理  

者は検索要求、インターネット上での出現頻度などの  

情報に基づき優先的に登録すべき語を選択する。  
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Meaning：l／l（JINFO7D43401）  
力学「りきがく」  

1．D舶Cパb匂theM的ning  
飯汚Cパpth櫓M矧ning‡nEn感謝t  

爪印h洲k審  

D8SCrlptiveM由ninginTト雨  

2▼ S◎kct Pan of＄p舶・Ch  

和代Of＄p◎∝h直垂遜  

3．M8tChTh8i勒d＄  

CorreBPQndingThaiVVords  
‾ 

「Dektel干IⅦi滝山 ぎ鵬ar－ぎng 
一 

阿1扇面絹蔽斬画面市河添㌫術前三蒜㍍㌫芯蒜論議盲1㌫蒜摘；茄  

AddI；nkloTh8盲㈹d（さ〉．  

4．Qiv8Samp‡¢U掬伊  
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図6：日単語編集画面  

7 まとめと今後の課題   

本稿ではインターネット上の協調的辞書構築システム  

の概要を述べ、通常のブラウザで日夕イ英の三ヶ国語が  

混在するテキストを入力表示できる多言語インタフェー  

スの実装、RDBMに基づく辞書および編集者管理デー  

タベースの設計、日英・タイ英の基本辞書の読込みと英  

単綺の参照による日夕イデー夕べ－スの初期化法及び  

その機能を説明した。すでに上記の機能の主要部分を  

実現し、インターネット上で辞書構築サーバを運用し  

ている（http：／／thaigate・naCSi8・aC・jp：8888／）。   

執筆作業開始から半年後の現在、編集グループへ  

の参加者は45名に上っている。試行システム上で辞  

書構築に参加する執筆者からの評価により、編集作業  

において問複となっているのは、ネットワークの制約  

によりサーバへのアクセス及び適切な日本語用例の入  

力の難しさであることが分っている。そこで現在、以  

下のような方向でシステムの拡張を検討している。   

●ネットワーク上での負荷分散および執筆環境の  

整備： サーバへのアクセスを容易にするた  

め、広域にカバ【する複数の分散型データベー  

スサーバ構成に展開する。そして、オフライン  

でも編集作業が行えるように、パソコン用のク  

ライアントソフトも用意する。  

● コーパスを用いた書籍習得支援機能の実現：日  

夕イ対訳辞書執筆を支援するため、辞書やテキ  

ストコー′くス、インターネット文書などの大量  

日本語テキストデータに形態素解析、検索エン  

ジンと言ったツールを適用し、諸共起や単語の  

用例などを取得する吉富吾ナビゲーターツールを  

開発する。   

さらにシステムの有効性評価のため、留学生を対象に  

したアンケート調査の準備も進めている。  
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10．“Arena”，http：／／vww．v3．org／Arena／  

11．“Arenai18n：Extended Arena by OMRON”，   

http‥／／m・Wg・OmrOn・CO・jp／  

X7esbin／Arena－CJR－doc／  

12．“Microsoft Global Input Method Editor”，   

http：／／v耶．a＄ia．microsoft．com／  

甘indovs／ie／intlhome．btm  

13．“ThaiJAVA Applets”，   

http‥／／血aiga七色・naCSis・aC．jp／refer／  

tbaijava／  

14・“ThaiCompu七ingRefbrences”，   

http：／／地a鴫ate・naCSis．ac．jp／refer／  

15・電器通倍大学タイ留学生会，“ZzzTbaiHomepage”，   
http‥／／m，fe血川eC・aC・jp／zzztbai／  

16■‡匂β餌mαβ瓜  gOmeyα  くysomQya鴨01．com＞，   

“elema・tXt，∫， September l， 1998．   

http：／／v耶．1iv．ac．nk／笑7ems2928／  

vordsmitb／index．btm  

図7：検索条件指定画面  
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